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は
じ
め
に
　
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
報
告
の
九
回
目
で
あ
る
。
今
回
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
九
年
九
月
末
ま
で
（
二
〇
一
八
年
度
後
期
と
二
〇
一
九
年
度
前
期
）
の
状
況
を
報
告
す
る
。
以
下
、
編
纂
委
員
会
、
編
纂
専
門
委
員
会
、
第
１
巻
編
集
会
議
で
の
議
論
を
中
心
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
〔
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
〕
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
嶌　
田　
　
　
修
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一　
二
〇
一
八
年
度
後
期
の
状
況
（
一
）
各
委
員
会
・
会
議
の
概
要
　
二
〇
一
八
年
度
後
期
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
九
年
三
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
、
第
１
巻
編
集
会
議
が
二
回
行
わ
れ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
○ 
第
１
巻
編
集
会
議
（
第
一
〇
回
）
一
〇
月
二
三
日
、
一
二
時
三
〇
分
〜
一
四
時
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
会
議
メ
ン
バ
ー
の
出
席
者
は
九
名
。
〈
協
議
事
項
〉
１
．
執
筆
状
況
等
の
確
認
の
件
／
２
．
執
筆
内
容
の
検
討
の
件
○ 
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
八
年
度
第
三
回
）
一
一
月
六
日
、
一
二
時
一
五
分
〜
一
三
時
五
〇
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
３
．
校
閲
・
校
正
の
方
法
の
件
〈 
報
告
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
報
告
の
件
／
２
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
３
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
４
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
５
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
６
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
７
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
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○ 
編
纂
委
員
会
（
二
〇
一
七
年
度
第
二
回
）
一
二
月
四
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
二
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
一
二
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件
／
３
．
校
閲
・
校
正
の
方
法
に
関
す
る
件
〈 
報
告
事
項
〉
１
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
／
２
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
報
告
に
関
す
る
件
／
４
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
に
関
す
る
件
／
５
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
６
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
７
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
８
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
９
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
／
10
．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
関
す
る
件
○ 
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
八
年
度
第
四
回
）
二
月
二
六
日
、
一
四
時
〜
一
五
時
五
五
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
六
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
３
．
校
閲
・
校
正
の
方
法
の
件
〈 
報
告
事
項
〉
１
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
／
６
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
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○ 
第
１
巻
編
集
会
議
（
第
一
一
回
）
三
月
二
六
日
、
一
〇
時
三
〇
分
〜
一
二
時
一
五
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
会
議
メ
ン
バ
ー
の
出
席
者
は
一
〇
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．
執
筆
状
況
等
の
確
認
の
件
／
２
．
執
筆
内
容
の
検
討
の
件
／
３
．
原
稿
編
集
の
件
（
二
）
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
の
内
容
　
以
下
、
各
委
員
会
・
会
議
で
の
主
な
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
①
編
纂
体
制
　
理
事
、
教
員
部
長
の
交
代
に
と
も
な
い
、
新
た
に
編
纂
委
員
長
、
編
纂
委
員
（
あ
わ
せ
て
二
名
、
と
も
に
一
号
委
員
）
が
就
任
し
た
。
②
編
集
・
執
筆
の
進
展
　
第
１
巻
に
つ
い
て
は
、
構
成
や
分
担
の
調
整
を
し
な
が
ら
具
体
的
な
執
筆
を
進
め
る
と
と
も
に
、
校
閲
・
校
正
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
ま
た
、
原
稿
執
筆
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
資
料
の
確
認
・
収
集
が
必
要
な
場
合
は
、
事
務
局
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
仕
組
み
を
考
え
た
。
第
２
巻
に
つ
い
て
は
、
主
に
構
成
案
の
検
討
を
進
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
議
論
し
て
き
た
重
要
事
項
（
大
学
紛
争
（
一
九
六
八
年
以
降
）、
商
学
部
「
不
正
入
試
」、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
論
争
）
に
つ
い
て
は
、
構
成
案
の
な
か
に
位
置
づ
け
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
た
。
③
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
　
通
常
版
に
つ
い
て
は
、仕
様
が
確
定
し
次
年
度
よ
り
シ
ス
テ
ム
構
築
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、投
稿
版
に
つ
い
て
は
、Ｒ
Ｆ
Ｐ
（
案
）
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を
さ
ら
に
検
討
し
具
体
的
な
形
を
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
④
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
作
成
　
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
学
校
設
置
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
作
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。『
早
稲
田
学
報
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
誌
で
あ
る
『
中
央
学
術
雑
誌
』、『
専
門
学
会
雑
誌
』
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
る
旨
の
報
告
を
し
た
。
⑤
資
料
の
調
査
・
収
集
　
退
職
教
員
の
ご
遺
族
よ
り
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
、
学
内
各
箇
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
会
科
学
学
術
院
事
務
所
、
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
、
所
沢
総
合
事
務
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
総
務
課
事
務
所
、
教
務
部
事
務
所
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
内
海
愛
子
恵
泉
女
学
園
大
学
名
誉
教
授
よ
り
二
回
に
わ
た
り
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
⑥
情
報
発
信
　
一
二
月
五
日
に
第
四
回
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
戸
村
理
氏
（
國
學
院
大
學
教
育
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
歴
史
の
な
か
の
私
立
大
学
経
営
と
早
稲
田
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
五
〇
巻
（
二
〇
一
九
年
二
月
刊
）
に
、
講
演
録
と
し
て
、
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
拡
大
版
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（「
新
し
く
み
え
て
き
た
早
稲
田
の
歴
史
│
『
百
五
十
年
史
』
編
纂
過
程
の
成
果
と
課
題
」、
湯
川
次
義
氏
・
木
下
恵
太
氏
・
寺
﨑
昌
男
氏
）、
聞
き
取
り
記
録
と
し
て
、「
早
稲
田
大
学
の
電
算
化
に
関
す
る
座
談
会
」（
村
上
義
紀
氏
・
赤
座
吉
保
氏
・
高
木
直
二
氏
・
黒
田
学
氏
）、「
元
常
任
理
事
（
副
総
長
）
村
上
義
紀
氏
に
聞
く
」
を
掲
載
し
た
。
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二　
二
〇
一
九
年
度
前
期
の
状
況
（
一
）
各
委
員
会
・
会
議
の
概
要
　
二
〇
一
九
年
度
前
期
（
二
〇
一
九
年
四
月
〜
九
月
）
は
、
編
纂
委
員
会
が
一
回
、
編
纂
専
門
委
員
会
が
二
回
、
第
１
巻
編
集
会
議
が
一
回
行
わ
れ
た
。
以
下
、
各
回
の
概
要
（
日
程
、
議
題
等
）
を
開
催
日
順
に
示
す
。
○ 
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
度
第
一
回
）
六
月
五
日
、
一
一
時
〜
一
二
時
五
五
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
七
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．
二
〇
一
九
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
４
．校
閲
・
校
正
の
方
法
の
件
／
５
．Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
の
件
／
６
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
７
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
〈 
報
告
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
報
告
の
件
／
２
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
３
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
４
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
５
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
○ 
編
纂
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
度
第
一
回
）
七
月
三
日
、
一
二
時
一
〇
分
〜
一
三
時
、
大
隈
会
館
Ｎ
二
〇
一
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
一
三
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．
編
纂
専
門
委
員
補
充
に
関
す
る
件
／
２
．
二
〇
一
九
年
度
編
集
体
制
お
よ
び
編
集
計
画
に
関
す
る
件
／
３
．『
早
稲
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田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
に
関
す
る
件
／
４
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
に
関
す
る
件
／
５
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
に
関
す
る
件
／
６
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
７
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
件
／
８
．
出
版
に
関
す
る
件
〈 
報
告
事
項
〉
１
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
に
関
す
る
件
／
２
．
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
の
報
告
に
関
す
る
件
／
３
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
報
告
に
関
す
る
件
／
４
．
校
閲
・
校
正
の
方
法
に
関
す
る
件
／
５
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
に
関
す
る
件
／
６
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
に
関
す
る
件
／
７
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
に
関
す
る
件
／
８
．
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
に
関
す
る
件
／
９
．
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
関
す
る
件
○ 
第
１
巻
編
集
会
議
（
第
一
二
回
）
七
月
二
五
日
、
一
二
時
四
五
分
〜
一
三
時
四
五
分
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
会
議
メ
ン
バ
ー
の
出
席
者
は
九
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．
執
筆
状
況
等
の
確
認
の
件
／
２
．
執
筆
内
容
の
検
討
の
件
○ 
編
纂
専
門
委
員
会
（
二
〇
一
九
年
度
第
二
回
）
九
月
一
七
日
、
一
一
時
〜
一
三
時
、
九
九
号
館
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
）
六
階
会
議
室
に
て
開
催
。
委
員
の
出
席
者
は
七
名
。
〈 
協
議
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
の
編
集
・
執
筆
の
件
／
２
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
２
巻
の
編
集
方
針
の
件
／
３
．
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
用
見
直
し
の
件
／
４
．
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
の
件
〈 
報
告
事
項
〉
１
．『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
１
巻
編
集
会
議
の
報
告
の
件
／
２
．
原
稿
編
集
の
件
／
３
．
出
版
の
件
／
４
．
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
件
／
５
．
資
料
調
査
・
収
集
状
況
の
件
／
６
．
法
人
会
議
資
料
の
目
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
状
況
の
件
／
７
．
大
学
関
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係
者
聞
き
取
り
調
査
の
件
（
二
）
各
委
員
会
・
会
議
で
の
議
論
の
内
容
　
以
下
、
各
委
員
会
・
会
議
で
の
主
な
議
論
を
適
宜
項
目
に
分
け
、
ま
と
め
て
い
く
。
①
編
纂
体
制
　
新
た
に
編
纂
委
員
三
名
（
三
号
委
員
一
名
、
五
号
委
員
二
名
）
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
編
纂
専
門
委
員
の
補
充
（
二
名
）
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
担
当
助
手
と
嘱
託
職
員
の
業
務
に
つ
い
て
調
整
が
行
わ
れ
た
。
②
編
集
・
執
筆
の
進
展
　
第
１
巻
に
つ
い
て
は
、
項
の
新
設
な
ど
構
成
の
調
整
を
し
な
が
ら
執
筆
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
校
閲
の
た
め
の
事
前
校
正
を
行
い
、
原
稿
の
編
集
作
業
が
具
体
的
に
開
始
さ
れ
た
。
第
２
巻
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
構
成
案
の
検
討
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
刊
行
を
依
頼
す
る
出
版
社
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
と
意
見
交
換
を
し
、
今
後
よ
り
具
体
的
に
話
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
③
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
　
通
常
版
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
業
者
の
選
定
を
行
っ
た
う
え
で
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
投
稿
版
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
も
の
は
作
成
せ
ず
、
通
常
版
に
情
報
収
集
機
能
を
盛
り
込
む
形
と
す
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
全
体
で
構
築
・
運
用
の
方
法
を
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再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
④
Ｗ
ｅ
ｂ
版
資
料
集
の
作
成
　
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
学
校
設
置
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
作
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、『
早
稲
田
学
報
』
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
明
治
・
大
正
期
分
の
目
次
デ
ー
タ
と
明
治
期
分
の
誌
面
デ
ー
タ
（
校
友
課
が
提
供
）
を
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
公
開
し
た
。
ま
た
、
新
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、「『
中
央
学
術
雑
誌
』
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
仮
称
）
の
構
築
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
内
容
は
、『
中
央
学
術
雑
誌
』（
第
一
期
、
第
二
期
）、『
専
門
学
会
雑
誌
』、『
同
攻
会
雑
誌
』、『
中
央
時
論
』
の
目
次
デ
ー
タ
と
な
る
。
⑤
資
料
の
調
査
・
収
集
　
退
職
職
員
よ
り
図
書
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
、
学
内
箇
所
（
理
工
学
術
院
統
合
事
務
・
技
術
セ
ン
タ
ー
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
学
外
資
料
で
は
、
新
宿
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
行
政
資
料
の
調
査
を
行
い
、
大
学
関
係
者
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
学
生
運
動
関
係
で
調
査
を
行
っ
た
。
⑥
そ
の
他
　
執
筆
担
当
専
任
教
員
の
負
担
代
替
に
つ
い
て
は
、
原
稿
料
に
よ
る
対
応
措
置
の
具
体
化
を
は
か
り
つ
つ
、
引
き
続
き
編
纂
委
員
長
等
と
協
議
を
し
て
進
め
て
い
く
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に
　
こ
の
一
年
、
第
１
巻
に
つ
い
て
は
原
稿
の
編
集
作
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
出
版
社
に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め
る
な
ど
、
刊
行
に
向
け
具
体
的
な
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
第
２
巻
に
つ
い
て
は
、
構
成
案
が
項
レ
ベ
ル
で
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
形
が
次
第
に
み
え
て
き
た
。
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
資
料
収
集
に
つ
い
て
も
、
日
々
情
報
の
蓄
積
が
な
さ
れ
、
編
纂
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
　
第
１
巻
の
刊
行
ま
で
二
年
あ
ま
り
。
残
さ
れ
た
時
間
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
原
稿
の
執
筆
を
中
心
に
、
編
集
等
の
各
作
業
も
確
実
に
進
め
、
無
事
刊
行
ま
で
漕
ぎ
つ
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
